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雑

録

経
済
堅
金
集
「
統
計
事
」
を
讃
む

経
済
事
全
集
「
統
計
皐
」
を
謹
む

時

JI] 

虎

第
亡
一
十
一
答

第
四
時
抗

四

六
一

O

最
近
、
我
闘
に
於
で
列
行
さ
れ
た
統
計
皐
に
関
ナ
る
研
究
は
決
し
て

ん
?
な
〈
な
い
様
で
あ
る
。
引
払
は
海
外
在
何
回
中
の
た
め
、
そ
れ

b
D
研
究

に
親
し
む
機
曾
を
得
た
か
づ
た
が
、
最
日
犯
の
我
国
む
統
計
堅
田
研
究
を

語
る
も
の
と
し
て
、
申
川
友
長
氏
「
統
一
引
研
究
法
の
基
礎
」
、
沙
見
三
郎

博
士
「
統
計
思
」
、
郡
菊
之
助
氏
「
統
計
問
中
研
究
L

等
は
先
づ
皐
げ
ら
る
べ

き
で
あ

b
う。

此
の
駅
、
斑
に
、
吹
結
枇
校
、
行
の
終
昨
仲
間
巾
十
品
一
性
沈
滞
一
三
十
班
犠
止

L
亡

「
統
計
皐
」
が
世
に
お
〈
b
れ
、
光
彩
を
添
へ
る
に
主
ワ
た
。
此
白
「
統

計
開
九
千
」
は
上
冊
で
、
布
、
繰
康
己
氏
「
統
計
畢
総
論
」
、
小
倉
金
之
助
博
士

「
数
理
統
計
」
、
森
数
樹
氏
「
人
口
統
計
」
の
相
究
を
輯
載
し
て
ゐ
る
。
何

れ
も
濁
す
一
の
、
而
も
創
意
あ
る
研
究
で
、
我
今
は
、
我
岡
田
統
計
撃
に

於
け
る
業
誼
と
し
て
、
此
の
新
天
地
を
閑
拓
し
、
或
は
開
拓
し
宇
う
と

試
み

b
れ
た
此
等
の
研
究
を
看
過
し
得
な
い
で
あ
ら
ら
。
私
が
斡
に
、

葱
に
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

右
に
遁
べ
た
様
に
、
此
の
「
統
計
事
」
白
搭
嘗
者
と
、
そ
の
分
捨
科
目

は
、
賓
に
営
を
得
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。
有
海
氏
は
、
東
京
帝
岡
大

民
十
経
排
凶
悪
部
に
於
て
、
統
計
事
を
糖
賞
さ
れ
る
串
界
の
新
選
で
あ
り
、

氏
が
、
統
計
撃
を
如
何
に
規
定
し
、
統
計
撃
総
論
に
於
て
、
統
計
墜
白



一
般
的
廃
塞
を
知
何
に
試
み

L
れ
る
か
は
、
我
L

T

D

大
に
興
味
を
有
つ

所
で
あ
り
、
木
論
は
、
と
れ
に
甥
ナ
る
同
氏
白
、
明
快
な
る
解
答
と
し

て
受
取
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
ま
た
小
倉
博
士
は
、
毅
撃
の
櫨

成
と
し
て
何
人
も
知
る
所
、
市
も
統
計
底
干
の
方
面
に
於
で
は
、
名
著
、

「
統
計
的
研
究
」
を
世
に
問
は
れ
て
、
私
の
所
謂
、
統
計
解
析
法
白
、

般
的
説
明
を
試
み
ら
れ
、
斯
撃
の
新
ら
し
い
展
開
と
普
及
に
貢
献
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

い
ま
、
そ
白
博
士
が
数
理
統
計
を
槍
営
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
博
士
が
数
理
統
計
論
を
知
何
に
解
L
、
何
を
問
題
と
さ
れ
た
か

は
、
統
計
撃
を
奪
攻
す
る
者
白
み
の
閥
心
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
最
後

に
、
株
n
k
m
人
口
統
計
は
、
民
が
、
統
計
剛
川
主
ベ
で
あ
る
ー
と
換
に
、
統
計

責
際
家
で
あ
る
位
置
に
居
b
る
λ

関
係
上
、
此
白
古
寺
田
陪
・
見
を
宥
つ
人

口
統
計
論
白
中
心
的
問
題
を
如
何
に
把
握
し
そ
れ
を
展
開
さ
れ
た
か
は

此
白
方
面
に
法
意
を
向
け
ヲ
ふ
あ
る
者
に
は
、
大
な
る
興
味
で
あ
ら
う
。

以
上
は
、
悲
が
、
各
の
著
者
白
肝
究
に
封
ナ
る
紹
介
の
魚
貼
を
定
む

ぺ
〈
、
そ
の
一
外
廓
を
描
い
て
見
た
に
過
さ
な
い
。
知
上
の
我
キ
の
廓
味

と
関
心
に
謝
し
て
、
著
者
た
る
三
氏
は
、
何
を
答
へ
ら
れ
た
か
、
円
以
下
、

簡
単
に
、
之
を
見
る
こ
と
L

し
平
う
。

有
津
氏
の
統
計
事
組
論
は
、

五
章
、
百
二
十
五
頁
の
極
め
て
制
限
せ

b
れ
た
紙
数
の
中
で
、
統
計
撃
の
一
般
的
問
題
を
展
開
し
而
も
、
本
会

雑

銀

経
晴
間
接
全
集
一
統
計
事
」
を
讃
む

集
白
「
統
計
事
」
中
に
載
せ
ら
れ
る
所
白
、
他
の
諸
権
威
の
祈
先
に
封
し

座
標
を
定
む
べ
き
性
質
を
有
ワ
、
統
計
墜
鴻
論
を
論
議
さ
れ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
決
し
で
容
易
の
業
で
は
な
い
。
併
し
乍
、
b
、
主
た
一
一
曲
、
制

限
せ

b
れ

L
ば
せ

b
-
G
L
程
、
問
題
は
、
縮
約
せ

b
れ
た
る
形
に
於
て

展
開
さ
れ
、
著
者
由
、
統
計
事
に
封
す
る
認
識
の
焦
駐
が
明
瞭
と
な
る

誇
で
あ
る
。

五
章
に
亘
る
、
研
究
題
目
は
、
(
一
)
統
計
的
方
法
の
木
賞
、
(
ニ
)
大

量
観
察
、
合
一
)
統
計
材
料
の
整
理
、
(
問
)
統
計
類
似
調
査
法
、
(
五
)
統

計
材
料
の
加
工
技
術
等
で
あ
る
。
有
深
氏
が
「
本
論
の
官
四
品
目
、
統
計

附
惜
の
一
般
的
問
題
を
取
扱
ふ
に
あ
る
。
従
つ

t
統
計
的
方
訟
の
川
比
一
叶

h

を

規
定
せ
ん
と
す
る
勤
に
過
牛
の
努
力
を
向
け
た
」
(
序
言
〉
と
云
は
れ
て

居
る
湿
り
、
「
線
論
」
の
約
半
数
白
頁
は
第
一
章
に
営
で

b
れ
て
ゐ
る
。

其
の
大
意
は
、
私
の
理
解
ナ
る
所
で
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
統
計
撃

は
、
統
計
的
方
法
を
問
題
に
す
る
。
統
計
的
方
法
は
、
祉
曾
塊
象
の
合
法

則
性
の
管
見
に
用
ひ
ら
れ
る
一
の
肝
先
方
法
で
あ
り
、

マ
ル
ク
入
白
抽

象
方
法
と
共
に
、
社
曾
科
撃
に
と
っ
て
、
不
可
銑
の
も
白
で
あ
る
。
併

し
主
た
、
こ
れ
は
、
自
然
科
阜
の
研
究
方
法
と
し
て
隠
用
さ
盈
ベ
き
使
命

を
宥
ワ
。
統
計
的
方
法
の
内
容
は
大
量
観
察
で
あ
り
、

こ
れ
に
依
っ
て

得、
b
る
L

結
果
は
一
の
経
験
法
則
と
し
て
血
二
、
b
れ
る
。
比
の
法
則
性

回
一
枚
擦
は
大
数
法
則
で
あ
る
。

か
〈
の
加
〈
、
統
計
宰
は
、
統
計
的
方

第
三
十
一
品
種

四

六

第
四
披



雑

銭

経
湾
事
会
集
「
統
計
撃
」
を
讃
む

法
な
る
研
究
方
法
を
問
題
に
ナ
る
も
の
で
あ
づ
て
、
街
立
白
科
撃
で
は

ー、4
p
、、

汁

M
J
'
t

一
回
研
究
方
法
論
で
あ
る

1
1

著
者
は
、
研
究
方
法
と
し
て
の
、
統
計
的
方
法
の
存
在
理
由
を
、
明

白
に
、
そ
の
立
揚
と
し
て
、
史
的
唯
物
論
を
と
る
こ
と
に
依
り
、
説
明

さ
れ
、
目
的
論
と
図
果
論
、
必
然
と
偶
然
、
自
然
の
合
法
則
性
、

ク
λ

的
抽
象
方
法
白
説
明
を
、

マ
ル
ク

λ

、
z

y
ゲ
ル
ス
、

レ
l

z

y

等
の
著
作

h
b
の
引
用
に
依
り
、
明
快
に
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
。
氏
が
、

従
来
、
統
計
懇
の
別
立
ん
に
於
一
、
閣
却
九
一
れ
た
U
ぬ
の
方
問
に
、
注
怠

を
向
け
ら
れ
、
技
術
的
方
面
の
み
に
、
問
題
を
捉
へ
で
、
新
ら
し
い
枇

曾
科
曲
目
+
か
ら
遊
離
し
か
け
て
ゐ
る
統
計
撃
に
、
新
生
気
を
輿
へ
ら
れ
た

こ
と
は
、
大
な
る
貢
献
で
あ
る
。

統
計
的
方
法
が
一
目
研
究
方
法
と
し
て
枇
曾
科
皐
に
必
須
の
も
の
で

あ
る
主
一
冨
ふ
存
在
理
由
に
謝
ナ
る
宥
津
氏
白
一
新
b
た
な
る
説
明
は
上
越

の
知
〈
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
、
統
計
的
方
法
は
、
具
臆
的
に
如
何
な
る

も
の
か
。

そ
れ
に
就
い
で
の
氏
の
説
明
は
、
不
充
分
白
様
に
思
は
れ
る

が
、
大
量
観
察
で
あ
る
と
云
ふ
考
の
様
に
察
せ

b
れ
る
。

そ
れ
は
、

第
二
章
以
下
白
説
明
で
も
明
瞭
で
あ
る
。
此
等
D

説
明
は
、
双
面
D

閲

係
か
、
全
〈
摘
要
的
で
あ
り
、
そ
の
記
述
白
内
容
は
特
に
有
津
氏
自
立

場
に
於
て
喝
問
題
を
展
開
し
、
特
別
な
る
着
自
動
を
明
示
し
た
様
に
も

思
は
れ
な
い
。

普
通
の
、

窃
遜
の
一
統
計
撃
涯
の
考
で
あ
る
、

恐
ら
く

T

F

，ez 
マ

Jレ

第
三
十
一
巻

第
四
務

一
四
四

占ノ、

讃
者
一
般
を
考
へ
、
敢
で
新
、
b
た
な
る
構
想
を
一
京
き
れ
な
か
ワ
た
の
で

あ
ら
う
。
た
Y
漣
べ
、
b
れ
た
範
閣
か
ら
す
る
と
、
此
の
限
目
白
統
計
的

方
法
は
、
如
何
に
し
て
、
自
然
科
接
に
際
用
の
使
命
を
呆
た
し
得
る
か

理
解
に
困
難
で
あ
る
。
例
へ
.
ば
、
現
に
、
英
米
の
皐
訴
に
於
て
、
統
計

撃
と
し
て
論
ず
る
統
計
的
方
法
は
私
の
所
調
統
計
解
析
法
で
あ
ヲ
て
大

景
観
察
法
で
は
な
い
。
氏
は
、
氏
の
統
計
的
方
法
に
於
て
、
此
等
主
加

何
な
る
閥
係
に
於
て
見
る
白
で
あ
る
か
。

白
川
抽
出
科
事
白
骨
部
門
に
於
亡
、

そ
の
質
検
(
椀
測
)
測
定
法
を
布
?
て

ゐ
る
。

か

5
Q府
先
方
法
に
従
ワ
で
得
た
測
定
値
は
、
所
調
、
賓
験
式

を
導
曹
尚
ナ
素
材
と
し
て
典
へ
ら
れ
る
。
我
キ
白
枇
舎
の
鷲
験
誌
の
素

材
は
統
計
で
あ
る
。
統
計
は
大
量
観
察
法
に
依
づ
て
得
ら
れ
る
。
然
、
b

ば
、
新
か
る
測
定
値
或
は
統
計
に
依
る
賀
験
式
の
誘
導
は
加
何
に
し
て

可
能
で
あ
る
か
、
こ
λ

に
、
社
曾
科
撃
に
も
自
然
科
事
に
も
周
ひ

b
れ

る
と
云
ふ
所
謂
統
計
的
方
法
、
統
計
の
数
率
的
解
析
の
方
法
が
あ
る
。

私
白
統
計
解
析
法
と
云
ふ
の
は
、

こ
れ
を
主
一
要
内
容
と
す
る
。
此
等
白

監
に
於
て
氏
D
説
明
ぼ
全
〈
な
〈
、
現
に
封
立
的
に
存
在
十
J

る
統
計
撃

に
封
ず
る
こ
滋
の
存
在
を
鈍
一
蹴
し
て
お

b
れ
る
様
に
思
は
れ
る
。

従
っ
て
氏
自
統
計
事
総
論
に
在
ワ
て
は
、
質
質
的
に
所
謂
統
計
方
法

に
就
い
て
の
説
明
を
吠
聖
、
自
b
、
統
計
撃
が
如
何
な
る
分
野
を
有
ち
、

何
が
問
題
で
あ
る
か
に
就
い
て
の
展
墓
を
な
ナ
と
と
を
得
な
い
。
此
の

拙稿、統計撃に於ける三ヲの傾向に就いて、統i腎論叢六月拡噌階



こ
と
は
、
従
ハ
ノ
て
小
合
博
士
が
、
何
故
に
氏
と
共
に
列
む
な
う
で
的
理

統
計
を
論
ず
る
の
で
あ
る
》
、
而
し
て
ま
た
、
特
に
博
士
が
、
時
系
列

の
数
席
中
解
析
を
問
題
に
さ
れ
た
か
、
と
云
ふ
様
な
こ
と
も
、
有
津
氏
む

{
鴻
論
」
か
ら
は
想
像
だ
に
つ
か
ぬ
三
主
で
あ
る
。

要
之
、
荷
海
氏
の
論
漣
は
第
一
章
に
力
を
ハ
J
(
さ
れ
た
だ
げ
に
、
而

も
、
統
計
的
方
法
の
肝
先
方
法
と
し
て
の
存
在
意
義
に
就
い
て
は
、
甚

だ
有
綾
な
肝
究
で
、
将
来
の
盛
岡
が
期
待
さ
れ
る
が
、
他
白
問
題
に
就

い
て
は
、
氏
の
す
一
場
が
、

は
づ
き
り
、
流
れ
込
ん
で
お
ら
な
い
の
み
な

ら

r、
現
在
、
我
々
が
問
題
と
寸
る
所
の
も
の
に
到
し
て
、
極
め
て
、

知
雄
作
に
扱
は
れ
で
恥
ら
れ
る
3

，w

れ
だ
り
に
句
統
計
思
拙
論
の
内
総

た
る
べ
曹
要
素
に
劃
し
で
、

一
湿
り
の
見
泊
し
を
つ
け
て
お
、
b
れ
ず
、

門恐
すら
る〈
な、

ら譲
ば者
、 2封

書、、

ど、若
ヲ、し
き、、

は初
しめ
なで
ν、、

泊=

と
照系

念
さ
h 
る
0 

T1. 
f:t 、
氏

こ
れ
に
侠
ワ
で
、
統
計
墜
に
入

が
、
統
計
皐
白
磨
由
民
自
叙
漣
を
省
略
せ
与
れ
た
こ
と
は
、
制
限
あ
る
紙

頁
で
あ
る
か
ら
、
遺
協
に
も
思
は
な
い
が
、
統
計
方
法
の
規
定
に
於
で
、

従
っ
て
ま
た
、
統
計
撃
の
規
定
に
於
で
、
皐
奥
的
省
察
を
、
幾
分
に
侠

い
で
お
り
は
し
主
い
か
と
潜
に
盈
へ
る
者
で
あ
る
。
在
も
他
白
機
舎
に

於
て
、
統
計
皐
が
、
新

b
た
な
る
境
地
を
開
拓
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
を
説
い
て
・
数
多
白
問
題
を
提
示
し
た
ロ
此
の
限
り
に
於
て
、
特
に

新
進
有
津
氏
の
「
緒
論
」
に
は
、
特
殊
白
興
味
を
鹿
児
へ
、
紹
介
白
境
を
越

雑

線

極
端
押
曲
学
金
集
「
統
計
墜
」
を
諌
む

へ
て
、
卑
見
さ
へ
加
へ
た
っ
部
分
的
研
究
は
兎
に
角
、
緒
論
的
な
、
組

織
だ
ワ
た
、

一
個
の
皐
問
の
概
観
を
試
昂
る
こ
と
は
、
他
り
燦
件
を
除

そ
れ
自
程
、
甚
だ
困
難
な
仕
事
で
あ
る
コ
但
刊
ん
阜
、
新
ら
た
な

る
立
場
に
於
け
る
展
開
は
、
容
易
な
業
で
は
な
い
。
拡
が
こ
与
に
墓
ん

〈
J 
沿

だ
と
と
も
、
有
淳
氏
の
、
将
来
に
於
け
る
充
山
賀
し
た
統
計
皐
擁
論
へ
の

協
力
の
一
徹
意
に
他
な
ら
な
い
っ
と
L

に
は
、
た

γ
、
主
(
白
生
誕
を
杭

す
る
鮮
に
と

γ
め
る
。

右
の
意
味
か
ら
、
花
は
、
「
統
計
向
車
結
論
」
の
紹
介
に
多
〈
の
一
言
葉
を

曲
且
び
干
し
て
し
士
っ
た
3

火
に
小
倉
、
森
、
岡
氏
。
府
先
を
簡
草
に
沼

、
，

J

1

H

1

0

J
7
4
ど
'
と
」

1
1
4

四

小
倉
博
士
の
数
理
統
計
は
、
経
緯
統
計
の
解
析
に
重
要
な
る
意
義
を

有
つ
時
系
列
。
致
事
解
析
を
問
題
に
し
で
お
ら
れ
る
。
統
計
解
析
は
、

決
し
て
扱
撃
解
析
白
み
に
終
る
も
の
で
な
い
が
、
統
計
解
析
法
に
於
け

る
此
の
方
面
の
研
究
は
、
経
済
統
計
論
の
範
囲
に
於
て
、
殊
に
不
充
分

白
状
態
に
在
り
、
小
倉
博
士
の
名
著
「
統
計
的
研
究
法
」
は
、
此
の
勤
に

於
で
、
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
な
は
、
滑
に
、
夏
「
ぺ

博
士
の
此
白
方
面
へ
白
飛
出
を
願
ワ
て
お
っ
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、

博
士
に
あ
の
明
快
な
説
明
を
数
理
統
計
白
方
面
に
待
つ
宇
切
な
る
も
の
一

が
あ
っ
た
。

第
三
十
一
巻

ム
ノ、

第
四
時
現

一
四
五

九一

拙稿、経済統計論の性質ーに閥寸る一考j1)十(窪海論叢、田島博士記念論交集)並
に郡菊之助教授への駁論、月庁調経済統計事に枕v、で(経済論議本年四月抜〉等
に於て一腰、総論的問題を嫡示した。



雑

主告

経
済
準
金
集
一
統
計
撃
」
を
讃
む

併
し
な
が

b
、
数
理
統
計
四
諸
問
題
を
、

百
五
十
頁
に
足
ら
ぬ
紙
頁

に
於
て
、
充
分
譲
者
を
理
解
せ
し
む
べ
〈
説
明
す
る
と
と
は
、
困
難
と

一
百
ふ
よ
り
寧
ろ
不
可
能
の
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
、
私
の
解
ナ
る
所
に
依

れ
ば
、
数
理
統
計
の
問
題
位
、
統
計
解
析
法
の
基
礎
理
論
の
数
率
的
展

開
を
目
的
と
ナ
る
と
換
に
、
ま
た
、
統
計
解
析
法
の
穀
撃
的
解
析
だ
か

ら
で
あ
る
。

か
ム
る
見
，
地
し
を
つ
け
、
而
也
会
集
の
護
者
を
考
へ
、
一
史

に
、
明
断
た
説
明
を
紋
い
て
ゐ
る
に
も
拘
、
b
ず
、
資
際
に

l
例
~
ば

ハ
O
M
J
U
m
d
口
町
内

1
い“

の
研
究
Lr
一
昨
月
に
於
け
れ
て
市
品
川
r
t品
h
v

ヘ
Lr
時
、
別

着
す
る
問
題
は
、
「
時
系
列
」
で
あ
る
。
而
も
時
系
列
の
統
計
解
析
を
閑

題
と
す
る
限

p
、
貨
は
、
-
申
告
要
た
る
統
計
解
析
法
の
一
一
週

P
に
及
ぶ
己

と
が
可
能
で
あ
る
。
博
士
が
、
鍛
理
統
計
の
題
下
に
此
の
問
題
を
選
探

せ
ら
れ
た
見
識
に
敬
服
す
る
者
で
あ
る
。
博
士
は
、
此
等
の
理
由
に
就

い
て
何
も
云
ヲ
て
お
、
b
れ
な
い
が
、
統
計
率
格
論
を
了
へ
ら
れ
た
讃
者

に
は
、
常
然
自
明
の
こ
と
L

諌
怨
さ
れ
た
の
で
あ
b
う。

博
士
は
、
時
の
闘
数
た
る
値
白
系
列
、
時
系
列
の
特
質
も
致
事
的
に

規
定
す
る
の
必
要
を
注
意
さ
れ
、
先
づ
、
時
系
列
を
次
回
知
〈
偲
定
さ

れ
る
。E

酎
溺
中
立

刷

W
B
隣同首

um沼
憾
岬
国

世

-h
焼
漆
器

-E
務
協
同
盟

H 

‘苫
~、、J

十

、G...
，....、
件

、~

-
J
(
F
)
 

-~、
fヘ

戸、J

十

+ 

我
々
が
、
時
系
列
を
研
究
寸
る
の
は
、
そ
の
系
列
自
慢
の
も
ヲ
性
質
を

第
三
十
一
巻

明
b
か
に
ナ
る
と
共
に
、
他
白
時
系
列
と
の
関
係
を
求
め
る
こ

k
に

ノ、

四

第
四
披

一
四
六

在
る
。

E

A

に
於
て
、
時
系
列
の
特
徴
の
抽
出
、
戒
は
時
四
影
響
D
除

却
と
一
苫
ふ
こ
と
が
あ
る
G

殊
に
問
。
3
5
M
M
r

昨
日
或
は
、
の
〕
『
円
]
ゆ
か
}
規
定
し

て
、
長
期
獲
動
傾
向
並
に
、
季
節
的
費
動
を
時
系
列
よ
り
除
却
し
た
訟

も
白
、
或
は
、
偶
然
的
国
型
化
を
も
併
せ
て
除
却
し
た
る
も
の
と

T
る
限

p
、
此
等
時
の
同
間
数
的
強
化
を
な
す
値
目
一
算
出
法
、
主
(
の
詮
明
と
は
、

統
計
解
析
法
に
於
て
重
要
で
あ
り
数
理
統
計
論
の
問
題
で
あ
る
。

協
士
川
μ
、
仲
町
、
円
談
倫
相
念
」

l
て
、
(
第
一
葦
}
平
均
値
、
散
布
陣
P
.

最
小
y-
一
同
乗
法
、
指
数
、
標
準
測
定
値
等
を
簡
明
に
解
説
さ
れ
、
最
後
に
、

時
系
列
の
毅
撃
解
析
に
於
け
る
問
題
の
所
在
を
明
確
に
定
め
て
、
長
期

的
障
世
動
傾
向
(
第
二
章
〉
、
季
節
的
務
動
(
第
三
茸
)
、
相
関
今
係
(
第
四

章
)
、
調
和
解
析
(
第
五
章
)
、
週
期
解
析
(
第
六
茸
)
に
就
い
て
貰
に
明
快

な
説
明
を
血
ハ
へ
ら
れ
て
お
ら
れ
る
。
百
五
十
頁
に
足
b
ぬ
紙
教
に
於
て
、

賓
に
博
士
は
、

一
語
の
無
駄
も
た
〈
簡
潔
に
而
も
、
懇
切
に
し
て
周
到

な
詮
意
と
説
明
を
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
博
士
の
猫
積
場
で
あ
る
。

此
等
の
統
計
解
析
法
は
第
五
、
第
六
の
雨
章
を
除
い
て
普
通
の
英
米

の
統
計
撃
書
に
一
京
さ
れ
、
計
算
的
方
法
の
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ

る
が

w

そ
の
毅
皐
解
析
は
必
ず

L
も
充
分
で
あ
る
と
は
云
へ
な
い
。
我

キ
が
経
済
統
計
解
析
法
を
考
へ
る
場
合
に
は
、
個
々
の
統
計
解
析
法
の

有
ワ
経
済
的
意
味
と
、
数
率
的
意
味
'
と
を
充
分
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な

解析(粧潜論叢八月切り所載白統計的研究白方法白拙稿、統計白解説、批州、
園式参照

帯



ら
ぬ
が
、
従
来
回
経
湾
統
計
解
析
法
に
於
て
は
、
多
〈
白
場
合
そ
白
中
間

を
行
〈
も
の
が
多
〈
陵
昧
た
る
を
免
れ
向
。
博
士
白
時
系
列
の
毅
皐
的

解
析
は
、
充
分
に
此
の
弛
軌
を
補
ひ
、
而
も
時
系
列
の
問
題
に
、
新
、
b
た
な

る
示
唆
を
興
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
我
ι
吋
は
此
の
堅
固
な
足
場
を
得
て
、

経
済
統
計
解
析
法
の
時
系
列
の
問
題
に
種
々
の
問
題
。
宅
展
開
し
得
る
で

あ
ら
う
。
殊
に
、
調
和
解
析
並
に
澗
期
解
析
に
就
い
て
、
博
士
白
解
説

と
説
明
は
、
我
与
を
盆
す
る
こ
と
極
め
て
大
で
あ
り
、
博
士
の
創
意
に

成
る
所
甚
だ
多
い
。
私
、
個
人
に
就
い
て
漣
べ
る
こ
と
を
許
る
さ
る
ふ

た
b
ば
、
数
年
前
、
在
は
、
ム
ウ
ア
の
循
環
期
の
肝
究
に
興
味
を
右
ち
、

此
の
ガ
閣
の
鷲
用
に
机
秒
、

儲
に
川
淵
介
在
刀
し
川
村
た
に
叫
叫
~
j
山
町
匂
の
で

あ
る
が
、

い
室
、
博
士
が
、

ム
ウ
ア
等
を
引
か
れ
て
、
説
明
を
進
め
、
h

る
ふ
を
見
て
賓
に
、
愉
快
を
感
ず
る
と
共
に
、
博
士
が
常
に
、
後
帯
唯
一
白

仕
事
を
生
か
す
と
と
に
注
意
を
抑
は
る
L

こ
と
に
封
し
、
潜
に
感
謝
し

て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

時
系
列
の
数
畢
解
析
は
、
・
勿
論
そ
れ
白
瞭
白
問
題
と
し
で
種
々
の
問

題
を
有
つ
で
あ
ら
う
。
併
し
、
私
の
知
壱
浅
撃
に
し
て
、
受
養
少
聖
者

に
は
、
そ
れ
に
就
い
で
、
論
ず
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
主
た
恨
む

可
曹
ζ

と
で
あ
る
。
論
者
は
、
空
た
他
に
人
あ
る
こ
と
L

思
ひ
二
私
は
、

た
γ
博
士
の
研
究
が
、
我
キ
に
何
を
意
味
す
る
か
を
漣
べ
る
こ
と
を
、

此
白
紹
介
の
税
勤
ξ

し
た
白
で
あ
る
。

雑

銭

経
済
事
全
集
「
統
計
墜
」
を
諌
む

E 

最
後
に
、
忍
は
、
森
数
樹
氏
白
人
口
統
計
論
に
就
い
て
、
簡
単
に
語

り
、
此
の
紹
介
の
稿
を
了
る
こ
と
ふ
す
る
。

前
漣
白
ニ
研
究
に
比
し
、
氏
D

研
究
は
長
女
で
あ
り
、

二
百
四
十

品
開
頁
に
一

H
Z
て
ゐ
る
。
氏
自
研
究
白
目
的
は
、

「
木
書
は
・
人
口
事
象

に
闘
す
る
統
計
的
研
究
の
一
端
を
取
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
人

口
統
計
は
多
〈
人
口
理
論
に
閲
す
る
統
計
害
で
あ
っ
て
、
調
査
の
計
訓

内
容
よ
り
数
字
的
研
究
に
一
H
一
つ
て
は
、
多
少
侠
く
る
所
あ
り
と
信
じ
た

の
屯
、
木
書
に
於
て
は
統
計
の
椴
学
的
研
究
に
重
号
を
誼
守
、
殊
に
尚

来
符
る
限
り
、
昨
酬
く
諸
訓
川
闘
時
事
情
と
比
較
す
る
t
と
K
努
め
た
。
品
川

調
査
方
法
論
に
付
て
も
比
較
的
多
〈
の
紙
数
を
費
し
て
ゐ
る
-
;
:
」

(
序
白
一
節
)

従
っ
て
森
氏
白
人
口
統
計
論
は
、
編
を
分
ヲ
て
三
つ
と
し
、
総
論
、
人

日
静
態
論
、
人
口
動
態
論
と
し
、
十
三
章
、

二
九
節
に
百
一
う
て
人
口
統

計
に
関
す
る
諸
問
題
を
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。

い
室
、
そ
れ
ら
の
一
キ

の
項
目
に
就
い
て
は
、
到
底
出
来
な
い
程
、
問
題
は
人
口
統
計
一
般
に

百
一
る
康
汎
な
も
の
で
あ
る
。
森
氏
の
此
の
研
究
は
、
在
三
一
言
葉
で
一
苫
ふ

な
b
ば
、
大
穏
に
於
て
、
「
統
計
の
解
説
」
を
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

此
の
解
説
は
ま
た
、
或
程
皮
白
、
統
計
技
術
の
立
場
か
ら
批
剣
を
含
ん

で
ゐ
る
も
の
で
あ
る
G

一
般
、
護
者
を
橡
想
す
る
此
白
金
集
り
一
つ
の

第
三
十
一
巻

一
四
七

六
一
五

第
四
披

前掲拙稿、統計白解説、批列、解析(経瀞論議八月披)



雑

鋒

阿
川
硫
同
町
山

r
全
集
「
統
計
率
一
や
一
読
む

目
的
か
、
b
考
へ
て
、
此
の
制
限
鈷
も
大
に
意
味
の
あ
る
所
と
思
は
れ
る

3

全
集
「
統
計
事
」
の
此
の
一
一
五
世
三
様
の
考
ヘ
方
も
興
味
が
あ
る
が
、
引
仙
の

如
き
、
此
白
金
集
に
就
V

て
知
る
時
引
の
な
い
者
は
、

こ
れ
に
就
い
で
、

全
集
時
本
来
の
目
的
が
、
所
期
通
り
に
達
せ
〉
h
J

れ
て
居
る
も
の
か

E
う

か
は
、
全
〈
批
評
外
の
問
題
で
あ
る
。

そ
れ
は
兎
に
角
、
我
年
は
、
森
氏
の
此
の
研
究
を
遁
じ
、

一一通

p
、

人
口
統
計
K
閲
す
る
一
般
的
知
識
を
獲
得
し
得
一
の
と
共
に
、
注
意
深
奇

識
者
に
は
、
人
口
統
出
品
川
に
於
け
る
働
(
味
叱
品
開
泊
め
断
杭
止
問
品
川
酔
1

得
る
で
あ
ら
う
o

な
の
考
へ
る
所
に
依
れ
ば
、
人
口
統
計
論
は
、
決
し

て
、
森
氏
が
葱
に
奥
へ
ら
れ
た
も
の
ふ
み
で
は
な
い
。
人
口
事
象
に
関
す

る
大
量
観
察
の
理
論
、
人
口
統
計
解
析
法
等
に
関
す
る
問
題
が
存
在
す

る
が
、

そ
れ
ら
は
、
此
の
研
究
に
於
て
は
、
理
論
的
に
提
示
さ
れ
ぬ
の

み
な
ら
?
、
そ
れ
が
氏
白
論
ぜ
ら
れ
た
諸
問
題
と
の
関
係
に
於
て
き
へ

明
ら
か
に
せ
ら
れ
て
お
、
b
な
い
。
此
等
の
限
り
に
於
で
、
従
来
白
人
口

統
計
論
の
溌
展
奥
上
に
於
て
、
氏
白
人
口
統
計
論
の
現
代
的
意
義
は
、

忍
の
前
遁
し
た
意
味
に
於
て
、
「
人
口
統
計
の
解
説
」
と
解
す
べ
き
で
あ

'
b
A

ノ。
此
の
限
り
に
於
て
、
氏
の
研
究
は
、
よ
〈
氏
の
立
場
を
語
り
、
而
屯

明
快
で
あ
り
、
懇
切
で
あ
る
。
特
に
我
闘
の
調
査
を
詳
謹
し
、
之
を
外

固
に
比
較
し
、
或
は
、
調
査
の
歴
史
を
語
り
、
或
は
主
た
、
遁
蛍
に
数

第
三
十
一
巻

占ノ、

~ 

"、

一
凶
ん

字
を
案
問
さ
れ
て
、
現
質
du

事
棺
を
一
市
古
う
と
さ
れ
た
あ
た
り
、
氏
が

第
四
抗

貰
際
家
と

L
で
此
の
如
妻
、
研
究
に
全
〈
適
任
で
あ
る
と
と
を
忠
は
せ
る

一
般
的
読
者
に
、
人
口
統
計
の
賀
際
を
知
ら
し
む
る
に
甚
だ
有
盆
で
め

る。
な
は
、
白
分
の
統
計
四
半
に
於
け
る
す
一
場
恥
ら
、
氏
の
研
究
を
上
謹
白

如
〈
に
明
暗
解
す
る
。
各
事
項
に
一
回
一
ヲ
て
紹
介
す
る
こ
と
は
、
全
〈
祇
頁

の
許
寸
所
で
は
な
く
、
讃
者
が
、
一
阻
校
、
そ
の
研
究
に
依
っ
て
批
判
刊
を

試
み
、
υ
れ
ん
と
ル
一
小
一
滞
叫
す
る
。

六

円
以
上
、
在
は
、
経
湾
事
会
集
中
の
「
統
計
撃
」
上
各
所
載
の
一
一
一
肝
究
を

向
分
の
立
場
か
ら
紹
介
し
た
。
-
勿
論
、
司
吃
白
内
容
全
般
に
百
一
る
紹
介
は
、

事
賞
、
不
可
能
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
色
々
の
紹
介
と
批
剣
の
立
場
も

あ
り
得
る
で
あ
ら
う
。
何
れ
に
し
て
も
、
此
白
三
ヲ
白
肝
究
は
、
現
在
D

我
協
の
統
計
事
に
劃
し
て
典
へ

b
れ
た
大
な
る
貢
献
で
あ
る
と
と
は
、

忍
の
信
じ
て
疑
は
ぬ
所
で
あ
る
。
た
ピ
、
若
し
、

私
の
此
白
一
紹
介
が
、

先
輩
諸
撃
者
に
封
し
・
そ
の
研
究
を
傷
ワ
け
る
様
な
駄
が
あ
れ
ば
、

そ

れ
は
全
く
、
私
の
未
熟
な
る
文
字
の
過
設
で
あ
ヲ
て
、
忍
白
木
心
で
は

な
い
。
著
者
並
丘
讃
者
誇
氏
の
諒
恕
を
乞
ふ
所
以
で
あ
る
。

F肉、

寸b

0
・
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・
一
)


